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   �　খฏ࢙ࠃ　ࢢ跡ླ遺跡

遺跡のࢦࠃఆ࢙跡化のಓのりとɺޙࠓのอଘ׆用͓Αͼ࢙跡උに͚たऔのݱঢ়

時代　旧石器時代、縄文時代、近世～現代

遺構　石器集中部・♟群（旧石器）、陥
おと

し穴（縄文）

遺物　ᒁ部☻製石᩼・ࣇࢼ形石器ほか（旧石器）

キーワード　国ᣦ定ྐ跡、ಖᏑ・ά用・整ഛ

調査概要
　前回を含め、この遺跡調査◊✲発⾲会で、これま

で３回報告させていただいた㕥ᮌ遺跡が、本年、令

和３年３月 26日にࠕ後期旧石器時代の最大⣭のᣐ点

的遺跡ࠖとして国ྐ跡にᣦ定されました。まずはᚚ

༠ຊ㈷ったㅖᶵ関、ㅖẶにᚚ♩⏦しあࡆます。

　東京㒔ᑠ平ᕷに所在する㕥ᮌ遺跡は、石神川の

谷のඛ➃部に立地します。和 49年（1974）のᑠ学

校の建設ᕤ事にඛ立つ本格的な発掘調査をᄏ▮とし、

その後の様ࠎなཎᅉでの調査を㏻じて、旧石器時代

の石器44,203点、♟77,852点の出土を、54に上る

発掘調査報告書において報告してきました。

　平成 20年代にධり、遺跡の中ᯡ部に⨨けられ

る㎰ᯘ中ኸ金ᗜᑠ金◊ಟ所の㛢㙐とその開発ィ⏬

をዎᶵに遺跡の国ᣦ定ྐ跡がලయすることにな

り、平成25年度から㕥ᮌ遺跡国ᣦ定ྐ跡᥎進事業

を開ጞしました。そこでは前回㏙べた㕥ᮌ遺跡発掘

調査⥲ᣓ報告書の作成が最大の課題でしたが、多く

の方ࠎのᚚ༠ຊにより、↓事、令和２年３月に刊行、

同７月にはこれをῧえて文ᗇ国ᣦ定ྐ跡に向け

たព見ල⏦書をᥦ出することができました。また、

この⥲ᣓ報告書のࢱ࣮ࢹにᇶ࡙いて、一⯡向けのᴫ

要∧ゎㄝ書ࠗ旧石器時代の㕥ᮌ遺跡࠘を作成し、ᣦ

定告♧後の令和３年３月末からは、㕥ᮌ遺跡㈨ᩱ館

➼での㓄布を行っています。またᑠ学生向けのゎㄝ

∧のᨵゞ࠘ࣉࢵ࣐㕥ᮌ遺跡たんけんࠗࢺࢵࣞࣇ࣮ࣜ

も作成し、ᕷෆᑠ学校のඣ❺ဨの㓄布を行うな

どの形で、ᕷẸの㑏ඖを行っています。

　᪂型ࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁのᙳ㡪で、集ᐈ型の

が行えなかったため、ᕷ報での特集記事、ᕷࢺࣥ࣋

役所ቨ面のᠱᆶᖥ、ᕷෆබඹ施設でのࢢࢵࣛࣇのᥖ

出などで国ྐ跡を周▱したほか、ᕷ役所⋞関ࣟࣅ

࣮や中ኸᅗ書館➼のබඹ施設の一ゅをおりして、

記ᛕのࣝࢿࣃ展♧を行いました。

　一方、上記ᑠ金◊ಟ所跡地は、南༙分が開発の

対㇟となり、やはり前回報告しましたように、石神

川の※流近の南側のᨭ流を確ㄆすることができ

ました。ṧりの北༙分は所᭷⪅のᚚ༠ຊによりᑠ平

ᕷにᐤ㉗されました。この部分は、㕥ᮌ遺跡ಖᏑ⟶

理➼用地として᪤に◊ಟ所の建物や࣮ࣝࣉ➼の᧔ཤ

を⤊え、今後の整ഛに向けて、安確ಖを行いつつ、

ᶞᮌの定や除ⲡ➼の⟶理を行っています。

　今後は、まず㕥ᮌ遺跡のಖᏑά用ィ⏬を定め、こ

れをᇶ本的なᣦ㔪として遺跡のಖᏑཬびά用にຊを

ධれていきます。ྐ跡ᣦ定地には、遺跡ಖᏑ区や㕥

ᮌ遺跡㈨ᩱ館ᩜ地、බᅬ、ᕷ道➼のබඹ用地と、⥳

地ಖ地区や㥔㌴場となっているẸ᭷地があります

が、බඹ用地の中でも遺跡範囲の中ኸに⨨し、最

も広い面✚をもつ㕥ᮌ遺跡ಖᏑ⟶理➼用地は、㕥ᮌ

遺跡の中ᯡ部と想定されるため、今後、後期旧石器

時代の生άの様子をឤじられる場所として、ᕷẸの

ព見を⪺きながら整ഛを進め、令和 10 年௨㝆の一

⯡開ᨺを目ᣦします。

　また᮶場⪅に遺跡の理ゎをಁすための、㕥ᮌ遺

跡ࢫࣥࢲ࢞施設を整ഛします。現在は᪤に㕥ᮌ遺

跡㈨ᩱ館が国ྐ跡ᣦ定地ෆに開館していますが、ྐ

跡の破ቯにつながるようなᕤ事を伴う᪂つ建て᭰

えは行ࢃず、当面は᪤Ꮡ㈨ᩱ館の展♧ᐊをᨵし、

ᖖ設展♧の࣮ࣜࣝࣗࢽを行います。࣮ࣜࣝࣗࢽ

はまずࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉを利用した㡢ኌࢻ࢞や $5

をᑟධするなどのࢺࣇࢯ面からጞめ、ࢧࣝࢱࢪࢹ

と段㝵的に進めていきます面ࢻ࣮ࣁなどのࢪ࣮ࢿ

が、いずれは⪏用年数を㏄え、ゎయせࡤࡡならなく

なることから、ᑗ᮶的には国ྐ跡ᣦ定地外に用地を

確ಖして、そこでの本格的なࢫࣥࢲ࢞施設の࣮࢜

。を想定していますࣥࣉ

　周▱ᬑཬ事業としては、前㏙の刊行物のほか、᪂

型ࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁの⤊ᜥ状ἣを前ᥦとして、

ࠗṌいて学ぼう㕥ᮌ遺跡࠘というᑓ用の࣮ࣜࢵࣞࣇ

をᡭに、学ⱁဨのゎㄝを⪺きながら実㝿に遺跡現ࢺ

地をṌいて地形ほᐹをする遺跡ࢡ࣮࢛࢘事業ࠕこだ

いらの遺跡をあるくࠖや、旧石器時代当時と同様の

⣲ᮦや製作ᢏἲを用いて石器製作య㦂をしてもらう

文㈈య㦂ㅮᗙࣇࢼࠕ形石器を作ࢁう㸟ࠖなどの

య㦂事業もᘬき⥆き✚ᴟ的に開ദし、ྐ跡㕥ᮌ遺跡

の周▱・ᬑཬにດめてまいります。
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第１図　鈴木遺跡の範囲と保存区

第２図　鈴木遺跡の地層と文化層

第３図　鈴木遺跡保存管理等用地の現状
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   �　世田谷区　ಊϲ谷ށ遺跡
時代　旧石器時代、縄文時代、古墳時代

遺構　住居跡・土ᆙ

遺物　縄文土器

キーワード　環状集落

調査概要
　ᇽࣨ谷ᡞ遺跡は、標高約40ｍのṊⶶ野段丘面上に

立地する旧石器時代から近世に⮳る」ྜ遺跡で、東

京㒔世田谷区ᒸ本丁目33␒一ᖏに所在しています。

遺跡は、多摩川に注ࡄᨭ流、谷ᡞ川と川のྜ流点

に向かって延びる台地のඛ➃部からᇶ部にかけて

⨨しており、᥎定範囲は東西約 360 ｍ�南北約 540

ｍと᥎定されています。

　本遺跡の周辺は、区ෆでも最も多く遺跡が集中す

る地域で、大ⶶ遺跡、下ᒣ北遺跡、下ᒣ遺跡などの

集落跡が台地上にあり、台地斜面には西谷ᡞ横穴墓

群、ᒸ本谷ᡞ横穴墓群などの横穴墓群が分布してい

ます。

　本遺跡では和 25年（1950）にึめて発掘調査が

行ࢃれ、古墳時代後期の住居跡が調査されています。

その後、和 48年（1973）の２ḟ調査から現在まで

62回の発掘調査が行ࢃれ、旧石器時代のࢡࢵࣟࣈや

♟群、縄文時代～古代の住居跡約 280 軒が調査され

ています。今回は、62回の発掘調査で明らかになっ

た縄文時代中期中ⴥから後ⴥの集落について報告し

ます。

　本遺跡における集落の開ጞ時期は、ᆏ１式期後

༙（᪂道式段㝵）と⪃えられています。住居跡は北

東側の台地⦕辺部に⨨する 32ḟ調査区で１軒調査

されています。ḟのᆏ２式期前༙（⸨ෆϨ式段㝵）

ではᘬき⥆いて北東側の 50ḟ調査区で住居跡がみら

れ、32・50ḟ調査区周辺にᑠつ模な集落があったと

᥎定されています。また、この段㝵までは㜿玉台式

土器がయですが、ḟ➨にᆏ式土器に移行してい

きます。それに伴って住居跡が台地中ኸの平坦部か

ら南側の⦆斜面に移っていくと⪃えられ、環状集落

を形成するようになります。集落はᆏ３式期前༙

（ᡞᑼϨ・ϩ式段㝵）にࢡ࣮ࣆとなり、住居跡は南

側の⦆斜面下方の 45 ḟ調査区まで構⠏されるよう

になります。ḟのᆏ３式期後༙（ᡞᑼϪ段㝵）

の住居跡は確ㄆされてなく、✵ⓑ期となっています。

　ຍ᭮利 E 式期になると環状集落のつ模は少しずつ

⦰ᑠしていき、ຍ᭮利E３式期᪂段㝵までは⥅⥆す

ることがࢃかっています。その後、環状集落はゎయさ

れ、ຍ᭮利E㸲式期になると台地ඛ➃部に近い47ḟ調

査区で土ᆙ墓が検出されており、この周辺にᑠつ模な

集落があったと᥎定されます。

　このように本遺跡における環状集落の範囲は、北

側は 34 ḟ調査区近、東側は 60 ḟ調査区東➃近、

南側は 45 ḟ調査区、西側は７・42 ḟ調査区近ま

でと⪃えられ、つ模は南北約190ｍ�東西約150ｍを

 ります。

　ḟに、集落のෆ側については、21・61 ḟ調査区で

墓域の一➃が明らかになってきています。いずれの

調査区もຍ᭮利 E式期の住居跡と一部重」するよう

な形で土ᆙ・ࢺࢵࣆが分布しています。21 ḟ調査区

で調査された土ᆙの中にはᆏ２式のᑠ形深㖊が

ⴿされた土ᆙやࢫࣄの大⌔がⴿされた土ᆙがあ

ります。また、61 ḟ調査区では㢦
がん

面
めん

ᢕ
とっ

ᡭ
て


つき

土器が

ⴿされた土ᆙが見つかっています。

　㢦面ᢕᡭ土器についてヲしくみてみましࡻう。

土器はཱྀ⦕部の一部がḞᦆするほぼ形品で、土ᆙ

のᗏ部からṇの状ែで出土しています。器形はᶡ

形で、⬗下༙部はࠕくࠖᏐ状をしています。㢦面は

⣽い目でつり上がり、ཱྀは୕ゅ形状をしています。

ᢕᡭ側面には୕
さん

ཫ
さ

文
もん

、面には ᕳ文と୕ཫ文が施

されています。また、⬗上༙部には㐃⥆∎形文や้

みを᭷する㝯ᖏで୕ゅ形などの区⏬がみられ、区⏬

ෆには୕ཫ文やゅ
かく

ᢲ
おし

文
もん

、⬗下༙部には横㉮するỿ線

間に⦪のỿ線が施されています。

　㢦面ᢕᡭ土器は、ᆏ２式前༙（⸨ෆϨ式段㝵）

௨㝆にみられるもので、ᆏ３式期前༙（ᡞᑼ

Ϩ・ϩ式段㝵）に一Ẽに広がり、ᆏ３式期後༙

（ᡞᑼϪ式段㝵）に⾶㏥するഴ向がみられます。

今回出土したものは、ᆏ２式でも古い段㝵に⨨

࡙けられ、さらに古くなる可能性も⪃えられます。

ೄจ中ظ中༿ʙޙ༿の集落の変遷
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ୈ̏ਤɹಊϲ୩ށ遺跡ɹೄจ࣌中ظのॅډ跡ਤ

ୈ̎ਤɹإ໘手土ث

ࣈௐࠪ࣍
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ग़ݕのഅ۩を࣌集落ɺಸྑ࣌とͳΔੜڃେ࠷Ͱ۠ߓ

ೆொ遺跡ྠߴ　区ߓ　�   
時代　縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良・平安

　　　時代、近世、近代　

遺構　竪穴建物跡・方
ほう

形
けい

周
しࡹう

溝
こう

墓
ぼ

（弥生）、竪穴建物

　　　跡（古墳・奈良・平安）、祭祀跡（古墳）

遺物　土器・石器・金属製品（弥生）、土
は

師
じ

器
き

（古墳・

　　　奈良・平安）、須
す

恵
え

器
き

（奈良・平安）、石製品

　　　（古墳・奈良）、金属製品（奈良）

キーワード　ᣐ点的集落、方形周溝墓、㤿ල

調査概要
　高㍯南⏫遺跡は 区南部の高㍯୕丁目に所在する

遺跡で、-5品川㥐から西に500PほどのṊⶶ野台地東

➃の⦕辺部に立地しています。この近は高㍯台地

とࡤれ、北側は古川（谷川）、南側は目㯮川に面

し、東側は東京‴に⮫んでいます。

　本遺跡の北方には、டሯ・டሯබᅬ遺跡やఀ─子

㈅ሯ遺跡が所在しており、弥生時代中期～後期の集

落跡や方形周溝墓などが検出されています。また、

西方の台地上に立地する品川区ụ田ᒣ北遺跡では、

竪穴建物跡や環を伴う後期の集落跡が発見されて

います。

　今回の発掘調査は、東京㒔㒔ᕷ整ഛᒁによる東京

㒔ᕷィ⏬道路事業ᖿ線⾤路環状➨㸲号線の整ഛに伴

い、平成30年７月から令和２年12月まで、整理調査

期間をᣳみながら7,780㎡の調査を行いました。

　調査により、縄文時代から近代までの遺構・遺物

が検出されましたが、なかでも弥生時代後期の大つ

模集落のᏑ在が判明した点で注目されます。

ਫ਼時代　後期（約 2,000 ～ 1,800 年前）の竪穴建

物跡が調査地域にࢃたって 72 軒検出されました。

この時期の竪穴建物跡の平面形は㝮方形を࿊し、

ᴫࡡ北西方向に㍈をᥞえて建てられています。ほ

とんどの建物跡はいに重なりྜࢃないことから、

集落は比㍑的短期間に形成されたことがࢃかります。

　そのの遺構としては、一辺７～８ｍを᭷する方

形周溝墓２ᇶが検出されました。そのうࡕの１ᇶは、

おそらく周溝に㝣ᶫ部をᣢたず、溝が周するࢱ

と᥎定されます。これら２ᇶの方形周溝墓は、周ࣉ

溝の一辺をඹ᭷する形で構⠏されていたことがࢃか

りました。この地域における、当時の᭷ຊ⪅の墓と

⪃えられます。

出土遺物としては、ና
つぼ

や⏎
かめ

、高
たか

坏
つき

などの土器、◒石

などの石器の、土
ど

製
せい

勾
まが

玉
たま

や㖡
どう

㙨
くࡒ

といった貴重な遺

物も含まれています。

古墳時代　前期～後期（約 1,700 ～ 1,400 年前）の

竪穴建物跡６軒と土ᆙ状の祭祀跡が検出されてお

り、に調査地の東側に೫って分布しています。時

代によって居住域が移動していたのかもしれません。

　竪穴建物跡からは、坏やし器である⏋
こしき

や⏎など

の土
は

師
じ

器
き

が出土しました。また、祭祀跡からは⣒を

㏻してつながっていたと᥎ される石製（ࢫࣄ㸽）

の勾玉１点と⟶
くだ

玉
たま

５点が検出され、その近からは


かっ

石
せき

で剣をかたどった剣
けん

形
がた

模
も

造
うࡒ

品
んࡦ

も見つかっていま

す。これらの祭祀に伴う遺物は、ೖ⋤ᶒとの流に

よりもたらされた可能性があり、当時のᨻ的動向

を❚う重要な遺物です。

奈良・平安時代　竪穴建物跡が８軒検出されており、

調査地の北西をのࡒく古墳時代より広い範囲に分布

しています。このうࡕの１軒は㒔ෆでも⛥な一辺７

ｍにも㐩するつ模の大型建物です（➨ 7 ᅗ）。古い

を作り┤していることࢻ࣐࢝をቯして᪂しいࢻ࣐࢝

などから、少なくとも一度は建て᭰えられたことが

。かりましたࢃ

　遺物としては、土師器や須恵器などの土器、石製

の⣳
ぼう

㗽
すい

㌴
しࡷ

（⣒にりをかける道ල）の、㤿ලの㚞
あࡪみ

に

属する㖘
か

ල
こ

（㠡
くら

の㠉ࢺࣝ࣋に╔する器ල）が検出

されており、この地域での㤿の利用が❚える㈨ᩱです。

　Ṕྐ地理的な環境からみて、古代の㏻路として

の中
なか

ཎ
はら

道
どう

との関係も想定されます。

近代　明時代に建てられた、旧ⓚ᪘の北ⓑ川ᐑ㑰

に伴う建物ᇶ♏などが検出されました。

調査の成果
　今回の調査では、 区では最大⣭となる弥生集落

を確ㄆしました。集落のつ模からみて、東京‴西岸

地域におけるᣐ点的な࣒ࣛの一つであった可能性が

あります。また、集落だけでなく同時代の墓域も確

ㄆしたことで、当時のேࠎの生άをඖする上でた

いん重要な㈨ᩱがᚓられました。

　区ෆではึとなる奈良時代の㤿ලの出土も、当時

は貴重だった㤿がどのような形で利用されていたか

を▱る大きなᡭかりとなることが期待されます。
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時代　縄文～古墳時代、平安時代、中世、近世

遺構　竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝、土ᆙ、

などࢺࢵࣆ　　　

遺物　縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、

　　　土製品、石器、石製品、ࢫࣛ࢞製品、ᮌ製品、

　　　金属製品（ᑠ㖡㚫）、陶磁器など

キーワード　ᗓ中崖線下の低地、集落、ᑠ㖡㚫

調査概要
　当࣮ࢱࣥࢭは東京㒔住Ꮿ౪⤥බ社からጤクをཷけ、

令和ඖ年８月からᰁ
そめ

地
ࡕ

遺跡➨ 128 地点の発掘調査を

実施いたしました。屋外での調査は令和３年２月に

⤊し、現在はᐊෆにて整理調査を進めております。

　ᰁ地遺跡は、多摩川中流域左岸のᗓ中崖線下に当

たるἈ✚低地に立地し、ᰁ地丁目から୕丁目にか

けて約 360,000 ㎡の広さを᭷します（➨１ᅗ）。発

掘調査は和 41 年（1966）から行ࢃれ、令和２年

度末時点で 180地点が調査されています（うࡕ、ヨ掘・

本調査は59地点）。その⤖ᯝ、弥生時代から古代に

かけての竪穴住居跡が多数見つかり、当時この地域

に大集落があったと⪃えられるようになりました。

　➨ 128 地点では約 6,476 ㎡を対㇟に調査を行い、

縄文時代から近世にかけての遺構・遺物を検出しま

した（➨２ᅗ）。調査区中ኸには東西ఙびるὸい

谷状の❑地があり、その南北に竪穴住居跡が高密度

で୪んでいる様子が明らかになりました。

ೆช時代　明確な遺構は確ㄆできませんでしたが、

縄文時代ᬌ期後༙から末期の安
あん

行
うࡻࡂ

３F・３G式土器や

ᾋ
ふ

線
せん

⥙
あみ

状
じࡻう

文
もん

土器が出土しています。

ਫ਼時代　後期の竪穴住居跡が 27軒確ㄆされ、この

地の集落のጞまりが弥生時代に㐳ることが確実とな

りました。一辺 10P を㉸える大型の住居や、ቨ面が

㉥く↝けた住居などが検出されています。ຍえて、

地㟈で生じたとᛮࢃれるᄇ◁のが、住居のᗋやቨ

を㈏いている点も注目されます（➨３ᅗ）。遺物は

ஂ
く

ࣨ
が

ཎ
はら

式・ᮅ
うࡻࡕ

ග
こう

寺
じ

ཎ
らࡤ

式・ྜྷ
よし

ࣨ
が

谷
やつ

式土器がで、石器

や土製品も少㔞ですが出土しています。また、当時

貴重だった㟷いࢫࣛ࢞製のᑠ玉も見つかっています。

古墳時代　竪穴住居跡 44軒、土ᆙ２ᇶを調査しまし

た。前期は８軒検出され、に調査区の北東側に集

落が展開します。中期は15軒が南北に分かれて広が

り、中には1辺約８Pの大型住居も見られます。後期

は21軒検出し、南側に集落のయがあります。中期

から後期の竪穴住居跡に伴うࢻ࣐࢝には、地域で

見られる長
なが

↮
えん

道
どう

型
がた

のものが含まれています（➨㸲

ᅗ）。また、後期の竪穴住居跡の中には、板やᮺで

囲いを設けた跡のṧる㈓ⶶ穴も確ㄆされました

（➨５ᅗ）。調査区北東㝮の土ᆙ２ᇶは中期の墓
ぼ

ቼ
こう

と⪃えられ、土師器の坏
つき

やⴿ品らしき臼
うす

玉が数༑

点出土しました。な遺物は
ࡈ

㡿
りࡻう

式・和
い ず み

Ἠ式・㨣
おに

高
たか

式の土師器で、ึ期須恵器を含ࡴ須恵器や石器、土

製品も少㔞出土しています。勾玉・⟶玉といった玉

㢮や、剣形などの
かっ

石
せき

製
せい

模
も

造
うࡒ

品
んࡦ

も見つかっています。

平安時代　竪穴住居跡 1 軒を検出しました。遺物は

土師器、須恵器がయで、ࢃずかながら⥳
りࡻく

㔙
うࡺ

陶
とう

器
き

、

⅊
かい

㔙
うࡺ

陶
とう

器
き

が出土しています。ቚ
ぼく

書
しࡻ

のṧる土師器片も

数点ㄆめられました。

中・近世　中世から近世にかけて溝が 65᮲確ㄆさ

れたほか、柱穴や土ᆙが」数検出されました。溝に

は、道路跡や区⏬溝、さらに⪔作にかかࢃる␇
うࡡ

間
ま

溝
みࡒ

があると⪃えられます。中世の遺物は国⏘の陶器片、

かࢃらけ、⯧
はく

㍕
さい

㟷磁がㄆめられ、近世では陶磁器片、

⁽器᳐、ⅆᡴ石などの石器、銭貨・↮
き せ る

⟶などの金属

製品が出土しています。

ͨଠҪߑ　調査区中ኸの❑地は時期を特定でき

ていませんが、弥生時代には᪤にᏑ在していた可能

性が⪃えられます。この❑地からは、建⠏ᮦやᮌ製

品が出土しました（➨６ᅗ）。さらに、ᑠ
しࡻう

㖡
どう

㚫
たく

と

ࡤれる、㖡㚫のࣗࢳࢽ࣑も見つかりました（➨

７ᅗ）。ᑠ㖡㚫は国でも 60�点ほどしか報告され

ていない貴重な出土品で、㒔ෆでの発見は本㈨ᩱで

３目となります。しかも今回は、㉥㖡Ⰽをಖった

状ែで出土しました。㖡製品は⥳㟷Ⰽの㗵
さび

にそࢃれ

ることが多いのですが、ᰁ地遺跡の場ྜは低‵地に

⨨していることがᖾいしたようです。

調査の成果
　幅広い時代の遺構・遺物が見つかり、この地が長

らくேࠎのᬽらしに利用されていたことが明らかに

なりました。今後は整理調査を㏻じて、時代による

土地利用のኚ㑄や、ᄇ◁が♧す地㟈と遺構との関係

についても調査を進めていきます。

   �　ௐࢢ　છ遺跡ʢୈ ��� ʣ

 �ྫとͳΔখಔがग़土した地の集落遺跡
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͡Ίʹ
　世田谷区野

の

ẟ
ࡆ

（ⲥ
え

ཎ
らࡤ

㒆）、横ᕷ中区野ẟ（ஂ
く

良
ら

ᒱ
き

㒆）にṧる地ྡの⏤᮶㸻ࠕ野ẟࠖはࠕẟ
け

野
の

ࠖの㌿か㸽

といࢃれている。

　Ṋⶶ国は᪢
ࡴ

㑧
さ

ᚿ
し

、⬚
ࡴ

่
さし

と▱
ࡕ

ࠎ
ࡕ

ኵ
ࡪ

の３国（地域）が

集約されたとみる。

̍ɹໟݹ܈ͱتଟݟɾݹߐࠏ܈
多摩川左岸、国

こく

分
んࡪ

寺
じ

崖
がい

線
せん

上の台地➃部、世田谷区

ᑿ
お

ᒣ
やま

台
だい

から上
かみ

野
の

ẟ
ࡆ

にかけて広がる古墳群で、東南側

は大田区田ᅬ調布古墳群に⥆き、あࢃせてⲥ
え

ཎ
らࡤ

台
だい

古

墳群ともよࡤれる。現時点で判明している古墳の数

は、野ẟ古墳群が約40ᇶ、田ᅬ調布古墳群が約33ᇶ

である。

　また、多摩川中流域左岸の低台地（立川面）に

世田谷区喜
き

多
た

見
み

から≻
こま

Ụ
え

にかけて広がる一㐃の古墳

群は 92 ᇶがある。

̎ɹܗ࣋ੴ
␥ෆでは㸲世⣖末の⸨寺ᕷὠ

つ

ᇽ
どう

ᇛ
しࢁ

ᒣ
やま

古墳をはじ

め、５世⣖前༙の大
だい


せん

古墳（ఏோᚨ㝠）などࠕ大⋤

墓ࠖに使用されているが、東国では出土が⛥少で、

長
なが

ᣢ
もࡕ

形
がた

石
せっ


かん

には３ࣛࣥࢡの㝵ᒙ構造がみられる。

　最上は東国最大の大型前方後墳、上
かみつ

ẟ
け

野
の

のኴ
おお

田
た

ኳ
てん

神
じん

ᒣ
やま

古墳、ḟいでお
ふ

ኈ
じ

ᒣ
やま

古墳、下
しも

⥲
うさ

の୕
さん

அ
の

分
けࢃ

目
め

大ሯᒣ・上
かず

⥲
さ

の高
たか

ᰗ
やなࡂ

㖯
うࡻࡕ

子
し

ሯ
࡙か

はこれにḟࡄ大型前方

後墳であり、最下の野ẟのኳ
てん


うࡻࡂ

ሯ
つか

はᕹ
ほ

立
たて

㈅
がい

形

ないし造
つくり

出
だし


つき

墳の墳形である。

　なお、野ẟ古墳群の石の石ᮦはてᾏ
かい

成
せい

ᒙ
そう

　　　　

◁ᒾで、୕
み

ᾆ
うら

༙ᓥ⏘である可能性が高い。

̏ɹɹྠ
これまでに行ࢃれたᇰ

はに

㍯
ࢃ

⢓土の⺯
けい

ග
こう

; 線分ᯒの⤖

ᯝから、野ẟ・喜多見・≻Ụ古墳群にはᇰ㍯のᶞ立

が行ࢃれた期間を㏻じて、生
お

出
いࡡ

ሯ
࡙か

⣔ᇰ㍯は౪⤥さ

れない様相が明らかになった。

　南Ṋⶶ（௨下、⬚่とࡪ）におけるᇰ㍯の生⏘

と౪⤥యไは、出現期の野ẟ大ሯでは、ẟ野ᕤ
こう

ே
じん

の

後は、ẟ野・比のᕤேによる南Ṋⶶ在地での出ᙇ

生⏘（田ᅬ調布❔・川ᓮᕷⓑ
しら


い

ᆏ
かࡊ

❔
よう

）に移行し、５

世⣖⤊ࢃり㡭からは、ẟ野・比
ࡦ


き

⣔❔の製品がᦙධ

される。

　これに対して、６世⣖前༙௨㝆、田ᅬ調布・多摩

㒆西部、ᶲ
たࡕ

ᶞ
なࡤ

㒆・ஂ
く

良
ら

ᒱ
き

（ᶃ）㒆域においては、

ẟ野・比⣔にຍえて、生出ሯ⣔のᇰ㍯のᦙධが㢧

ⴭになる。

̐ɹੴ
石
せき

製
せい

模
も

造
うࡒ

品
んࡦ

は⬚่の古墳では野ẟ古墳群の㤳
しࡹ

長
うࡻࡕ

墳

のみにⴿされている。

　野ẟ大ሯでは➨１Ѝ➨３Ѝ➨２యと㐃⥆的にⴿ

され、これと୪行する時期のኳ
てん


うࡻࡂ

ሯ
࡙か

、ඵ
はࡕ

ᖭ
まん

ሯ
࡙か

にもあ

る。（ᚚ
み

ᓅ
たけ

ᒣ
さん

古墳は、
ふく

ⴿ
そう

された部分がᮍ発掘なため、

確ㄆできない）

　野ẟ大ሯ➨１య部の石製模造品は␥
き

ෆ
ない

⏘と⪃え

られるが、それ௨外は上ẟ野、とりࢃけ⸨
ふじ

ᒸ
おか

周辺の

石ᮦを使用した製品が㐃⥆して౪⤥されている。

͓ΘΓʹ
野ẟ古墳群の㤳長墳は、野ẟ大ሯにጞまり、出現

からᾘ⁛までᕹ立㈅形ないし造出墳の墳形が⥅

⥆している。

　㌿ᶵは５世⣖末の≻Ụட
かめ

ሯ
࡙か

古墳の⠏造で、そのつ

模は、併行する野ẟの㤳長墳、≴
きつࡡ

ሯ
࡙か

を
りࡻう

㥙
が

する。ட

ሯ古墳はᕹ立㈅形の墳形、在地のࢪࢵࣜࣈと周
しࡹう

溝
こう

の

土器祭祀などの要⣲をවഛする。

　そして、６世⣖前༙の最後の㤳長墳㸻野ẟ２号墳

は、長 35ｍ、短ᑠな前方部が大きく᧕
ࡕࡤ

形
がた

に開くᕹ

立㈅形古墳で、その墳形は群㤿┴高ᓮᕷ報ᅋ地古

墳群➼のẟ野の古墳に㓞ఝしている。また、ᇰ㍯も

⸨ᒸの本
ほん

㒓
うࡈ

❔の製品がᦙධされる。

　㤳長間流・物流において、古墳時代中期から後

期ึめにかけて、上ẟ野と密接に⤖びついていた野

ẟの㤳長はࠕṊⶶ国
こく

造
うࡒ

の のࠖࠕᑠ
お

ᯂ
き

だࠖったのか㸽

ެ։ߨԋ　h ͷ野ໟͱ্ໟ野ʱ࣌ݹ
ʔੴɾྠɾੴͷੜ࢈ͱڅڙʹΈΔटؒަྲྀʔ　　ࣉ田　ྑت
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時代　旧石器時代、縄文時代、古墳時代、奈良・平

　　　安時代、中世、近世

遺構　集石・陥
おと

し穴（縄文時代）、竪穴住居跡・溝

　　　（古墳時代）、竪穴住居跡（奈良・平安時代）、

　　　土抗・溝（中・近世）

遺物　石器（旧石器）、土器・石器（縄文）、土
は

師
じ

器
き

・

　　　須
す

恵
え

器
き

・石製品・金属製品（古墳～奈良・平

　　　安）、陶磁器・石臼・銭貨（中・近世）

キーワード　石製模造品、古墳時代の集落、中・近

　　　世の大型の溝

調査概要
　下野田遺跡は世田谷区南西部の喜多見六・七丁目

に広がる遺跡で、野川の左岸、国分寺崖線下の立川

段丘面上に立地します。本遺跡では弥生時代を除き、

旧石器時代から中・近世までの遺物・遺構が検出さ

れましたが、なかでも古墳時代から奈良・平安時代

の竪穴住居跡を中心とした遺構群や、中・近世の溝

などが注目されます。周辺では、本遺跡に隣接する

国分寺崖線上に下
しもの

神
しん

明
めい

遺跡・砧中学校遺跡・嘉
か

留
る

多
た

遺跡など、古墳時代や平安時代の竪穴住居跡が検出

されています。また、崖線上に砧中学校古墳群が立

地し、近隣の崖線斜面上には横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群が点在するな

ど、当時の墓域としても利用されています。さらに

国分寺崖線下の立川段丘面上では、本遺跡から南に

約700ｍ離れた多摩川左岸に喜多見陣屋遺跡があり、

古墳時代や奈良・平安時代の集落跡、中・近世の居

館・陣屋跡が検出されています。今回の調査は、中

日本高速道路株式会社による東京外かく環状道路建

設事業に伴うもので、平成 27年７月から令和２年 10

月まで、整理作業期間をはさみながら 15,693 ㎡の発

掘調査を実施しました。その後、令和３年度末の報

告書刊行に向けて整理作業を行っています。

古墳時代　今回の調査で最も多くの遺構・遺物が検

出され、前期～後期の集落が営まれていました。遺

跡周辺の地形は現在では平坦に見えますが、当時は

１～ 1.5 ｍ程度の高低差の起伏があったと想定され

ます。この微高地は、古い流路に向けて舌状に延び

ており、古墳時代の竪穴住居跡はいずれも微高地上

に密集し、47軒が検出されました。この中でも注目

されるのは、中期の E13 号住居です。この地域・時

期の平均的な住居跡が６ｍ前後の方形であるのに対

し、E13 号住居はおよそ長辺 8.5 ｍ、短辺６ｍの長

方形をしています。また、出土した遺物には須恵器

の蓋
ふた

と坏
つき

など、この時期では貴重なものが含まれて

おり、遺物の面からも特徴的です。また、E13 号住

居から東に 20 ｍほど離れた、中期のG５号住居から

は、祭祀に使ったとされる、剣の形を模した石製品（石

製模造品）や勾玉が出土しており、集落の中でも重

要な役割を担った区域であることが想定されます。

奈良・平安時代　古墳時代に比べ検出された遺構・

遺物の数は少なくなり、竪穴住居跡は 12軒検出され

ました。ただし、調査範囲の北側に３軒の住居跡が

密集して検出されたことから、調査区外に集落の中

心が移動した可能性も想定されます。古墳時代の集

落よりも 0.7 ｍほど標高の低い地点からも住居跡が

検出されるようになり、この時代の環境や土地利用

と併せて検討すべき課題といえます。

中・近世　明確な建物跡と想定される柱穴などは検

出されませんでしたが、土抗や大型の溝などが検出

されています。特に溝は、深さ 0.8 ｍ、上幅３ｍ、

下幅１ｍ程度の逆台形の断面形をしています。調査

区西側で検出されたN３号溝では、溝の一部が長さ８

ｍ、幅７ｍほどの舌状に突き出す大きな掘り込みを

もっていることが特徴的です。この溝や掘り込みの

性格については調査中ですが、南にある喜多見陣屋

遺跡の陣屋跡と何らかの関係性があるものと想定さ

れます。この時代の遺物は多くありませんが、石製

の下臼や板碑の破片などが出土しています。

調査の成果
　今回の調査では、微高地を中心に古墳時代～奈

良・平安時代の集落が展開した様子が判明しました。

また、土地利用については竪穴住居跡の分布の違い

から、同時代のなかでも時期差があると想定されま

す。中・近世の様相は大型の溝や掘り込みについて、

文献記録も含めた今後の調査の進展が期待されます

が、本遺跡はいずれの時代においても重要な役割を

担った場所であったといえます。

   5　世田谷区　下野田遺跡

微高地を中心に展開した遺跡。集落の変遷と土地利用の変化の手がかりに。
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   �　ീԦ࢙ࠃ　ࢢࢠ跡ീԦࢠ跡

ീԦࢠ跡ޚओ఼に͓͍ͯɺঢ়の遺ߏをͭ࣋৽たͳૅੴݐ跡をݕग़ɹ

時代　ᡓ国時代

遺構　♏石建物跡、ᩜ石遺構

遺物　陶磁器、土師㉁土器、金属製品

キーワードɹ♏石建物跡、石に囲まれた⅔状の遺構

調査概要
　令和２年６月、東京㒔でึめての日本遺⏘となっ

たࠕ㟋Ẽ‶ᒣ　高ᑿᒣ　～ேࠎの♳りが⣳ࡄ᱓㒔物

ㄒ～ࠖの構成要⣲の一つである国ᣦ定ྐ跡ඵ⋤子ᇛ

跡は東京㒔西部に⨨するඵ⋤子ᕷの西側、ඖඵ⋤

子⏫、下ᜠ方⏫、西寺方⏫にまたがってᏑ在し、関東

ᒣ地からὴ生した標高 460 ｍの深ἑᒣとࡤれるᒣ

㡬を中心に地形をᕦみに利用して造られたᒣᇛです。

⠏ᇛ⪅はᑠ田ཎᇛをᣐ点として関東地方でά㌍した

ᑠ田ཎ北᮲Ặの୕代目北᮲Ặᗣの୕⏨、北᮲Ặ↷に

なります。⠏ᇛ時期についてははっきりとはしてお

りませんが、ṧされている文書からኳṇ 10 年（1582）

㡭から⠏ᇛがጞまったとᛮࢃれます。Ặ↷はඵ⋤子

ᇛに移る前は、ඵ⋤子ᕷෆにᏑ在するᒣᇛを居ᇛ

としていました。このᇛからඵ⋤子ᇛに移㌿した時

期もはっきりとはしていませんが、現Ꮡするྐᩱか

らኳṇ 15年（1587）３月௨前に移㌿したと⪃えられ

ます。⠏ᇛ時期や移㌿時期、移㌿理⏤などはっきりし

ないことが多いඵ⋤子ᇛではありますが、落ᇛ時期

については、ኳṇ 18 年（1590）６月 23 日関東ᨷ

を行っていた㇏⮧㌷の前田利ᐙ・上ᮡᬒなどのᨷ

ᧁによって一日で落ᇛしました。

　ඵ⋤子ᇛはに５つの地区に分かれており、本

を中心にᒣの要ᐖに造られた᭤㍯群を要ᐖ地区、ᇛ

Ặ↷がᨻົ、居住をしていたとᛮࢃれるᒣ〈に⠏

かれた᭤㍯群を居館地区、居館地区の南側の᭤㍯群

をኴ㰘᭤㍯地区、ᐙ⮧ᅋの居住地区があったとᛮࢃ

れる᰿ᑠ屋地区、᰿ᑠ屋地区の東側にあたるᚚ
ࡈ

㟋
れい

谷
や

地区になります。

　今回の調査となるᚚẊは居館地区の最も重要な

⨨となります。ᚚẊの調査は平成㸲・５・21・

25 年度に行ࢃれました。平成㸲・５年度は♏石を᭷

する大型建物跡が２Ჷ、その建物の周辺にỈ路跡、ᗞ

ᅬ状の遺構が検出されました。遺物は約７点という

数が出土しました。しかし、多㔞の遺物が出土して

いますが、形の形で出土するものは少なく、ほと

んどが破片となっている状ែでした。この中で注目さ

れる遺物として、ࢳࢿ࣋ࣜࢱ⏘の࣮ࣞࣛ࢞ࢫ

ࢫࣛ࢞ࢫ器があります。ᡓ国時代のおᇛでは࣮ࣞࢫ

器はඵ⋤子ᇛでしか出土しておらず、なࡐここにᾏ外

のものがᣢࡕ込まれたのかはࢃかっていません。平成

25年度の調査では会所とࡤれる建物北側のᗞᅬ状

遺構を調査し、ụをᣢつᗞᅬであることがࢃかりま

した。このことにより北᮲Ặの文のࣞࣝ࣋の高さ

を❚い▱ることができました。

　今回の調査は平成㸲年度に行ࢃれた場所の西側に

あたります。この場所は大型建物群がみつかった場

所より約30高くなっています。確ㄆされた遺構は

♏石をᣢつ建物跡、ᩜ石遺構などです。

　♏石をᣢつ建物跡（௨下建物跡）は５ಶの♏石が見

つかりました。これまでの調査では、♏石に柱が↝き

き、柱の大きさがࢃかる跡がṧされていましたが、

今回の調査では柱の大きさがࢃかるようなものはあ

りませんでした。♏石の間㝸は南東̺北西㍈の♏石

ิは192をᇶ本とし、南西̺北西㍈の♏石ิは306

になります。南東̺北西㍈の♏石ิは一部間㝸が

384 となり、一つ♏石を㣕ࡤした間㝸となってい

る場所がありました。この一つ♏石を㣕ࡤした間㝸

の中の場所に、石で囲まれた⅔状の遺構が２か所見

つかりました。この２か所の⅔状の遺構の間には２

ิの石ิが確ㄆされています。これまで建物の中に⅔

状の遺構をᣢつものは見つかっておらず、今までの建

物とは違う目的で建てられたものであったものと⪃え

られます。この建物は、建物ෆの施設と⪃えられる⅔

状の遺構が、西側に延びていることから、まだ調査が

行ࢃれていない西側に⥆いているものと⪃えられます。

　遺物は中国から㍺ධされた磁器のᑠ坏、─、☇、㟷
せい

磁
じ

┙
んࡤ

、℩ᡞ⨾⃰⣔の─、ኳ目☇、᧧
すり

㖊
ࡕࡤ

、ᑠና、ᖖ⣔

の⏎、土師㉁土器の─、㖡製の༙
はん

㚝
しࡻう

片、㖡製の㕲◙ᙎ、

Ọᴦ㏻ᐆ、㕲製の㕲◙ᙎ、㕲㔥などが出土していま

す。磁器片は平成㸲年に検出された磁器がまとまっ

て検出された⯧㍕磁器集中域の近くで出土しました。

　今回の⅔状の遺構を中に᭷する建物跡の検出は、

Ẋ、会所とつの建物との⨨関係や構造などの

違いなどを検討し、ᚚẊの使ࢃれ方を⪃える上で

貴重な㈨ᩱをえるものとなりました。
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東京㒔遺跡調査・◊✲発⾲会 47�発⾲要᪨

令和 3年 11 月 21 日発行

東京㒔ᩍ⫱ጤဨ会༳ๅ物Ⓩ録令和 3年度➨ 40 号

　　⦅　集　東京㒔ᩍ⫱ጤဨ会

　　　　　　（බ㈈）東京㒔ࢶ࣮࣏ࢫ文事業ᅋ

　　　　　��東京㒔ᇙⶶ文㈈࣮ࢱࣥࢭ

　　発　行　東京㒔ᩍ⫱ጤဨ会

　　༳　ๅ　まこと༳ๅ




